
2006年２月，東京都小笠原村においてキョウナ

Brassica campestris L. (japonica group，アブラナ科；別

名：ミズナ)において地際部から葉柄が軟化，腐敗し，

倒伏する症状が発生した。原因を調査したところ，

Sclerotinia sclerotiorum (Libert) de Baryによる病害であ

ることが明らかとなった。本菌によるキョウナの病害

はわが国未報告であるため，発生状況と病徴を記録し，

病徴再現試験等を行った。

材料および方法

１．発生状況および病徴

発生地において発生状況と病徴を観察し，記録し

た。

２．病原菌の分離および分離菌の接種

罹病組織片を70％エタノールおよび次亜塩素酸ナト

リウム（有効塩素濃度５％）の５倍液で表面殺菌した

後， ２％素寒天培地に置床し，25℃で３日間培養後，

伸長した菌糸を単菌糸分離し，分離菌C-0601を得た。

接種試験では分離菌C-0601を用いた。分離菌をブド

ウ糖加用ジャガイモ煎汁寒天培地（PDA）平板培地に

おいて４日間25℃で培養し，培養菌叢片を寒天ごと約

３mm画に切り取り，これを直径10.5cmのビニールポ

ットで育成した健全なミズナの葉柄に貼り付け接種し

た。接種は無傷とし，対照として無接種株を設けた。

各処理とも３株ずつ供試した。接種後およそ24時間，

25℃の湿室に保持し，その後室内で発病の有無を観察

した。

３．分離菌の分類学的所属

菌株は２.で用いたC-0601を供試した。直径９cmの

ペトリ皿のPDA平板培地において25℃下で培養し，菌

叢の形状および培地上に生じた菌核の大きさを測定し

た。また，PDA培地上の菌核を散光下で数ヵ月間静置

して生じた子のう盤，子のうおよび子のう胞子の大き

さを測定し，塩酸ギムザ法により，１子のう胞子あた

りの核数を調査した。また，直径６mmのコルクボー

ラーで寒天ごと打ち抜いた分離菌をPDA平板培地に置

床し，５～40℃まで５℃間隔で培養し，生育温度特性

を調査した。

結果および考察

１．発生状況および病徴

本病は，2006年２月，小笠原村父島の露地トンネル

栽培中に坪枯れ状に発生した。発生地ではやや密植で

キョウナが栽培されており，過湿気味であった。症状

は，株の地際部から葉柄に白色綿毛状の菌糸が生じ，

水浸状に軟化腐敗し，倒伏する（第１図）。倒伏した
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摘　　　要

東京都小笠原村においてキョウナ（別名：ミズナ）の地際部から葉柄が軟化，腐敗する病害

が発生した。標徴，形態観察，接種試験などから，病原菌をSclerotinia sclerotiorum (Libert) de

Baryと同定した。本病名を菌核病（Sclerotinia rot）とすることを提案する。



株を放置すると鼠糞状の菌核が形成された。実際の栽

培圃場では倒伏した時点で被害が目立つため腐敗株を

除去することが多く，菌核の形成まで至らないことが

多い。症状は発病株に隣接する健全株に次々と感染し，

被害が拡大すると考えられる。

２．病原菌の分離および分離菌の病原性

いずれの罹病組織からも，PDA平板培地上で黒色鼠

糞状の菌核を形成し，白色綿毛状の菌叢を呈する糸状

菌が高率に分離された。分離菌の接種試験の結果，接

種２～４日後に接種部位に自然病徴と同様の軟化，腐

敗症状が再現された。さらに放置すると菌核も形成さ

れた。病徴再現部位からは接種菌が再分離されたため，

接種菌を病原菌と特定した。なお，無接種株は発病し

なかった。

３．病原菌の分類学的所属および病名

供試菌はPDA平板培地上に黒色，鼠糞状の菌核を10

～20個程度生じた。菌核の大きさは1.5～５×１～３

mmであった。子のう盤は，有柄で黄褐色～褐色，傘

はカップ状に中央部がくぼみ，直径３～５mmであっ

た（第２図‐ａ）。子のう盤内部には子のう胞子８個

を含む子のうが観察された（第２図‐ｂ）。子のうは

無色円筒状で108.2～135.6×5.4～9.9μm，子のう胞子

は無色，単胞，楕円形で２核を有し，9.1～11.4×4.0～

4.5μmであった。これらのテレオモルフの形態的特徴

はSc l e ro t in ia属に属し（小林ら，1992），既知の

Sclerotinia属菌のうちDomsh et al. (1993) および横山

（1978）によるS. sclerotiorum (Libert) de Baryの記載とほ

ぼ一致することから，同種と同定した（第１表）。ま

た，本菌の生育温度は５℃～30℃で，20℃付近が生育

適温であった（第３図）。

わが国ではアブラナ科野菜の内，チンゲンサイ，ハ

クサイ，ダイコン，キャベツ，コマツナなどにS.

sclerotiorumによる菌核病が報告されている（日本植物

病理学会，2000；嶋田ら，2006）が，キョウナでは報
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第１表　キョウナ分離菌とSclerotinia sclerotiorum (Libert) de Baryの形態比較

第１図　キョウナ菌核病の病徴（図中央：軟化腐敗し倒
伏する）

第３図　キョウナ分離菌の温度別菌糸生育状況

第２図　キョウナ分離菌
ａ：子のう盤（Bar：５mm）， ｂ：子のうお
よび子のう胞子（Bar：50μm）



告が無い。そこで本病の病名を菌核病（Sclerotinia rot）

とすることを提案する。
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